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11億億6,0246,024万万11千円を追加千円を追加

令和４年度　一般会計補正予算

一般会計補正予算総額

　令和４年12月定例会は12月９日から15日までの７日間の会期で開催され、令和
４年度の補正予算などの28議案（条例13件、補正予算９件、その他６件）が上程
され、それぞれ可決された。
　きくすい荘職員の入居者への虐待と町職員の不適切な事務処理の問題で、町長と
教育長の給与を100分の10（1カ月）減額する条例の一部改正も可決された。
　12月12日と13日の一般質問では、９名の議員が質問を行った。

会計名 補正額 補正後の額
国民健康保険事業会計 35千円 1,325,713千円
介護保険事業会計 6,488千円 1,500,807千円
特別養護老人ホーム事業会計 51,178千円 540,915千円
簡易水道事業会計 497千円 122,169千円
下水道事業会計 1,040千円 124,057千円
特定地域生活排水処理事業 6,143千円 129,021千円
後期高齢者医療事業会計 4,545千円 191,359千円
病院事業会計 13,844千円 629,721千円

●新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業
エネルギー・食品価格高騰の影響を受けた生活者や事業者を支援
①65歳以上の高齢者へ１人１万円の支給
②乗合タクシー利用促進事業（令和５年１月～３月）
③18歳以下を養育する父母等に児童１人につき１万円支給
④保育所等給食費支援
⑤観光バス・タクシー・運送業支援
⑥農業用資材価格高騰対策支援

68,020千円

27,574千円
501千円

13,188千円
870千円

9,300千円
16,587千円

●通学路の安全を確保する道路改良工事 14,000千円

●特別養護老人ホーム事業会計繰出金 47,543千円

定例議会
報告

令和４年

12月

陳 情 等 の 審 査 結 果
受付番号 受付年月日 件　　　名 審査結果 付託委員会

345 令和4年
11月25日

民主主義・立憲主義の基盤である思想・良心の自由、請願権等を
守る為の陳情 配付

323 令和4年
11月14日

「消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書」を政府に送付
することを求める請願書

継続
審査

厚生建設経済
常任委員会

324 令和4年
11月14日

「消費税率5％以下への引き下げを求める意見書」を政府に送付す
ることを求める請願書

継続
審査

厚生建設経済
常任委員会

亀
﨑　

清
貴

千
々
岩　

繁

木
原　

泰
代

荒
木　

宏
太

白
木　
　

淳

齊
木　

幸
男

坂
本　

敏
彦

竹
下　

周
三

秋
丸　

要
一

笹
渕　

賢
吾

蒲
池　

恭
一

髙
木
洋
一
郎

議案第86号 条例 和水町長等の給与及び旅費に関する条例の
一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ※

議案第87号 条例 和水町議会議員の議員報酬、期末手当及び
費用弁償に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ※

賛12月
定例会 否 一 覧 表

議員名

議　案

賛否が分かれた議案だけを掲載
〇は賛成　×は反対　−は欠席

※議長は可否同数または特別議決の時
以外表決に参加しません。

特別会計補正予算

一般会計補正予算の主なもの

町長提出議案一覧採 決 結 果
議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

議案第62号 条例 和水町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第63号 条例 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備
に関する条例について 〃

議案第64号 条例 和水町職員の定年等に関する条例の一部改正について 〃
議案第65号 条例 職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について 〃
議案第66号 条例 和水町特別会計条例の一部改正について 〃

議案第67号 条例 和水町特定地域生活排水処理施設の設置及び管理に関する条例の
一部改正について 〃

議案第68号 条例 和水町下水道条例の一部改正について 〃
議案第69号 条例 和水町簡易水道条例の一部改正について 〃

議案第70号 条例 和水町簡易水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の制定
について 〃

議案第71号 補正予算 令和４年度　和水町一般会計補正予算（第4号） 〃
議案第72号 補正予算 令和４年度　和水町国民健康保険事業会計補正予算（第4号） 〃
議案第73号 補正予算 令和４年度　和水町介護保険事業会計補正予算（第3号） 〃
議案第74号 補正予算 令和４年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第3号） 〃
議案第75号 補正予算 令和４年度　和水町簡易水道事業会計補正予算（第2号） 〃
議案第76号 補正予算 令和４年度　和水町下水道事業会計補正予算（第3号） 〃

議案第77号 補正予算 令和４年度　和水町特定地域生活排水処理事業会計補正予算（第
2号） 〃

議案第78号 補正予算 令和４年度　和水町後期高齢者医療事業会計補正予算（第2号） 〃
議案第79号 補正予算 令和４年度　和水町病院事業会計補正予算（第3号） 〃

議案第80号 その他 熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及
び規約の一部変更について 〃

議案第81号 その他 指定管理者の指定について（三加和温泉ふるさと交流センター及
び和水町緑彩館） 〃

議案第82号 その他 指定管理者の指定について（和水江田川カヌー・キャンプ場） 〃
議案第83号 その他 町道の路線廃止について 〃
議案第84号 その他 町道の路線認定について 〃
議案第85号 その他 工事請負契約の締結について 〃
議案第86号 条例 和水町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 〃

議案第87号 条例 和水町議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例
の一部改正について 〃

議案第88号 条例 和水町病院事業管理者の給与及び旅費に関する条例の一部改正に
ついて 〃

議案第89号 条例 和水町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 〃

条 例： 13件
補 正 予 算： 9件
そ の 他： 6件
報 告： 0件
決 算： 0件
人 事： 0件

計 28件

月 議 会 議 案 審 議12

総額　88億6，891万9千円に

討論
議案第86号　　反対：秋丸議員　　賛成：亀﨑議員

議案第87号　　反対：笹渕議員　　賛成：坂本議員
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委員長　荒木　宏太

　総務文教常任委員会は報告調査、研究活動の一

環として、他の団体等で取り組まれている先進的

な事例を視察するため、11月17日から18日にかけ

て、ジャパンアスリートトレーニングセンター大

隅（鹿児島県大崎町）へ体育施設、熊本県芦北町

役場で地域公共交通の研修をいたしました。

総務文教常任委員会 研　修　報　告
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①トップアスリート・陸上強豪大学等の合宿誘致利用
状況数

　令和元年度41,347人（うち合宿人数13,545人）
　令和２年度23,334人（うち合宿人数は3,910人）
　令和３年度31,821人（うち合宿人数5,944人）
②県民のスポーツに関する競技力の向上
　施設を利用しトップアスリートから直接指導を受

けるなどイベントを実施し鹿児島県内の競技力の
向上を目指している。
③県民がスポーツに取り組む場の提供
　初心者向けの走り方教室やヨガ教室、ジュニアヒッ

プホップ教室、毎週水曜日には初心者講習会を実施
している。
④スポーツを通じた地域の活性化
　ALL大隅という「宿泊」「食事」「交通」の事業者を会

員とする連絡会を開催し、合宿の利用状況や利用者
の要望など交流人口拡大を目的とした課題解決に
取り組んでいる。

　芦北町では「ふれあいツクールバス」という小・中学
校の登下校で使用しているスクールバスの空き時間
を利用してコミュニティーバスを運行する方法で実
施しており、一部路線については児童生徒との混乗便
で運行している。
　民間の路線バスの廃止代替えとして平成22年６月
に一路線からス
タートし、現在
では自家用旅客
有償運行として
一乗車あたり利
用料金200円を
徴収して15路線
運行している。

施設

◦陸上競技場（日本陸連３種公認）・室内競技場・多目
的グラウンド・投てき練習場
◦傾斜走路・砂場走路・付帯的施設（管理棟、体育館、
トレーニングルーム、周回走路）

使用車両（芦北町保有）

◦スクールバス19台
◦ふれあいツクールバス専用車両4台　計23台
※運行業者へ貸与する形で、民間事業者へ運行委託をし
ている。

運行日

月曜日から土曜日まで

年間乗車人員

令和３年度　23,525人
※予約型乗合タクシーの運行も同時に事業を進められて
いるが区域運行型ということもあり利用者の人数は
年々減少傾向にある。

ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅（鹿児島県大崎町）

芦北町役場
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ズバリ！聞きます

　鹿児島市の環境学習、環境保全活動の拠点施設。市

民、事業者が環境について関心や理解を深め、日常生

活や事業活動において自発的に環境保全活動を実施

するとともに、その活動の輪を広げていくことを促進

する為に、様々な事業を行っている所でした。

　研修当日は議会定例会開催中であり、垂水市役所水

産商工観光課　大迫 均主幹兼商工業推進係長と㈱垂

水未来創造商社 角野 毅統括部長兼駅長に施設の紹

介をして頂きました。当施設は、垂水市の垂水フェリ

ー発着所から５分の位置にあり、広大な用地の中に道

の駅本体施設、児童広場、民間エリア、駐車場、国土交

通省エリア、マリンパークエリア等が有り、マリオッ

トホテル建設地がある。又、防災道の駅に選定されて

いる。2018年11月開駅して2020年４月には、100万

人の来場者を達成、2021年11月には200万人を達成

しておりますが、コロナウイルス感染症の問題もあり、

近年は苦慮しているものの、年間交流人口を200万人

へと目指しておられます。

施設

１階…	展示学習ゾーン、ミライテラス、多目的スペース、
活動支援室

２階…	多目的スペース、研修室

国土交通省エリア

授乳室、防災倉庫、情報提供室、防災トイレ、駐車場、
発電機

垂水エリア

マルシェ会場、子ども広場、レストラン、マリンパーク

民間エリア

ブランド豚肉専門店、海鮮物専門店、コンビニ

建物の理念

①緑の大地「緑の創出」。地域温暖化やヒートアイラン
ド現象対策に貢献する
②多くの人に親しまれる施設
③屋根上を前面緑化し、緑に溶け込み建物を主張しない

展示の構成（４つのゾーンに分かれている）

①「奇跡の星、地球」
②「球はすでに限界を超えている」
③「私たちができる事」
④「未来のために行動しよう」

事業費及び財源

事業費：約43億6千万円
◦国庫補助（まちづくり交付金）････････････39.5％
◦起債（合併特例債）･･････････････････････56.0％
◦一般財源････････････････････････････････ 4.5％

委員長　竹下　周三
　委員会の調査研究活動の一環、先進的事例の視察として、11月24

日（木）～25日（金）の両日、かごしま環境未来館、道の駅たるみ

ず「はまびら」等の研修を実施致しました。

　今回は新たな議会（委員会）の体制として初めての研修となり、委

員間の親睦と行政課長との連携も十分図られました。今回の研修を

機に厚生建設常任委員会として一致団結して職責を果たしていきます。

厚生建設経済常任委員会 研　修　報　告

かごしま環境未来館

道の駅たるみず「はまびら」
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ン
ク
の
推
進
を
図
る
上

で
家
財
道
具
等
を
保
管
す
る
場
所
を
斎

場
跡
地
に
レ
ン
タ
ル
コ
ン
テ
ナ
事
業
者

等
を
誘
致
し
て
取
組
む
考
え
は
如
何
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
町
で
は

不
要
物
撤
去
へ
の
補
助
金
と
い
う
支
援

を
し
て
い
る
。

問
本
町
の
重
要
な
観
光
拠
点
地
域
で

あ
る
三
加
和
温
泉
郷
周
辺
の
活
性
化
策

と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。
今
は
空
前
の
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー

ム
で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
事
業
を
手

掛
け
る
民
間
企
業
を
誘
致
し
、
三
加
和

温
泉
へ
の
新
た
な
客
層
の
掘
り
起
こ
し

を
す
る
こ
と
で
、
隣
接
す
る
様
々
な
業

態
へ
の
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
と
思

う
が
如
何
か
。

答
（
町
長
）三
加
和
温
泉
は
、
宿
泊
施

設
が
無
い
と
い
う
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

温
泉
周
辺
で
の
公
園
整
備
や
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
施
設
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
事

業
方
法
は
現
在
調
査
し
て
お
り
検
討
に

加
え
て
い
く
。

問
熊
本
県
内
で
は
合
宿
を
誘
致
す
る

の
に
私
が
調
べ
る
限
り
９
市
町
村
が
既

に
補
助
金
等
を
実
施
し
、
合
宿
誘
致
に

つ
な
げ
て
い
る
。
町
内
の
社
会
体
育
施

設
へ
の
誘
致
を
働
き
掛
け
て
三
加
和
温

泉
活
性
化
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
思
う
が

如
何
か
。

答
（
町
長
）
指
定
管
理
者
と
新
年
度
の

取
組
に
つ
い
て
提
案
内
容
を
踏
ま
え
協

議
を
進
め
て
い
く
。

問
防
犯
安
全
対
策
に
つ
い
て
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
の

実
現
と
子
ど
も
た
ち
が
安
心
安
全
に
通

学
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に

も
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

答
（
町
長
）
他
自
治
体
の
状
況
を
確
認

し
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問
全
国
大
会
及
び
国
際
大
会
に
出
場

す
る
場
合
に
交
付
す
る
補
助
金
が
あ
る

が
、
過
去
５
年
間
の
補
助
対
象
者
の
人

数
と
補
助
金
額
を
問
う
。

答
（
町
長
）
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
３

年
度
の
補
助
対
象
者
は
44
名
、
補
助
金

額
は
45
万
円
。
な
お
、
本
年
度
11
月
末

時
点
で
補
助
対
象
者
18
名
、
補
助
金
額

18
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問

現
在
、
補
助
額
は
1
万
円
だ
が
、

子
ど
も
た
ち
に
期
待
す
る
、
和
水
町
を

P
R
し
て
も
ら
う
意
味
を
込
め
て
補
助

額
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
問
う
。

答
（
町
長
）
全
国
大
会
と
い
う
の
は
和

水
町
の
大
変
喜
ば
し
く
町
と
し
て
名
誉

な
こ
と
で
あ
る
。
和
水
町
出
身
と
い
う

こ
と
を
全
国
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
金
額

や
財
源
等
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
と

併
せ
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問
現
在
、
三
加
和
出
身
者
な
ら
ば
三

加
和
総
合
支
所
に
、
菊
水
出
身
者
な
ら

ば
本
庁
に
懸
垂
幕
が
掲
げ
て
あ
る
が
、

旧
町
間
で
分
か
り
に
く
い
状
態
で
あ
り
、

他
の
周
知
方
法
を
考
え
な
い
か
問
う
。

答
（
町
長
）
結
果
に
つ
い
て
は
広
報
な

ご
み
等
で
掲
載
し
て
い
る
が
、
申
請
の

時
点
で
本
人
の
承
諾
を
頂
け
る
の
で
あ

れ
ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
周
知
す
る
こ
と
も
考
え
る
。

旧
三
加
和
火
葬
場
の
跡
地
利
用
は
？

三
加
和
温
泉
に

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
誘
致
を
！

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

「
防
犯
カ
メ
ラ
」を
！

町
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

補
助
額
を
上
げ
る
べ
き
！

一般質問

白木　淳議員

亀﨑　清貴議員
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ズバリ！聞きます 一般質問

問
不
祥
事
を
受
け
、
今
後
の
防
止
策

に
つ
い
て
問
う
。

答
（
町
長
）
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
心

構
え
を
し
っ
か
り
持
つ
必
要
が
あ
る
。

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
法
令

遵
守
、
服
務
規
律
の
徹
底
、
再
発
防
止

研
修
を
行
い
信
頼
さ
れ
る
組
織
作
り
に

向
け
て
指
導
し
て
い
き
た
い
。

問
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
作
成
は
出
来

て
い
る
か
問
う
。

答
（
総
務
課
長
）
今
後
作
成
し
て
い
き

た
い
。

問
胸
章
を
付
け
て
お
ら
れ
る
が
導
入

さ
れ
た
経
緯
と
全
職
員
付
け
て
い
る
か

問
う
。

答
（
町
長
）現
在
課
長
職
以
上
に
配
布

し
て
い
る
。
和
水
町
の
職
員
と
し
て
の

自
覚
を
持
っ
て
行
動
す
る
た
め
。
ま
た

職
員
の
団
結
力
、
連
帯
感
を
高
め
る
た

め
に
作
成
し
た
。
来
年
度
全
職
員
配
布

に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

問
三
加
和
総
合
支
所
を
三
加
和
支
所

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
町
長
）
現
在
は
分
庁
方
式
に
よ
る

組
織
運
営
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は

総
合
支
所
と
い
う
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
地
域
振
興
課
等

を
設
置
し
た
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
総
合
基
本
計
画
で
特

に
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
何
か
問
う
。

答
（
町
長
）
子
育
て
支
援
を
強
化
し
て

い
き
た
い
。
産
み
育
て
や
す
い
町
を
目

標
に
し
た
い
。

問
和
水
町
に
移
住
し
子
育
て
し
よ
う

と
認
識
さ
せ
る
に
は
何
が
大
事
か
問
う
。

答
（
町
長
）人
口
減
少
対
策
と
し
て
子

育
て
支
援
、
就
職
等
の
問
題
、
生
活
、

仕
事
等
、
一
体
的
な
プ
ラ
ン
と
し
て
計

画
し
た
い
。

き
く
す
い
荘
の	

	

建
て
替
え
に
つ
い
て

問
き
く
す
い
荘
は
当
初
の
計
画
を
変

更
し
て
民
有
地
を
購
入
し
、
85
名
収
容

体
制
で
建
て
替
え
る
と
の
説
明
で
あ
っ

た
が
、
物
価
上
昇
を
考
え
る
と
約
20
億

は
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ひ

と
つ
懸
念
し
て
い
る
点
が
あ
る
。
昨
年

３
月
に
運
営
計
画
案
が
提
示
さ
れ
た
建

設
後
の
収
益
的
収
支
計
画
は
毎
年
１
，

４
０
０
万
円
の
黒
字
に
な
る
の
で
、
毎

年
の
赤
字
補
填
額
が
１
，
０
０
０
万
円

程
度
の
税
金
投
入
で
済
む
と
い
う
説
明

で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
提
示
を
受
け
て

当
時
の
議
会
は
、
賛
成
し
た
面
が
あ
る

と
思
う
。
今
回
の
計
画
案
は
全
く
違
う

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
完
成
後
も
赤

字
補
填
額
が
毎
年
７
，
０
０
０
万
の
税

金
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
今
の
２
倍
ぐ
ら
い
い

る
わ
け
で
当
初
の
収
支
計
画
の
７
倍
で

あ
る
。
ち
ょ
っ
と
話
が
違
う
の
で
は
な

い
か
。
果
た
し
て
こ
の
金
額
を
払
い
続

け
る
と
な
れ
ば
、
町
の
財
政
は
も
つ
の

か
。

答
（
町
長
）今
回
、
財
政
計
画
を
新
た

に
引
き
な
お
し
た
と
こ
ろ
、
人
件
費
の

圧
縮
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
運
営
に

当
た
っ
て
は
赤
字
を
な
る
べ
く
減
ら
す

取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、

ご
指
摘
の
通
り
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
左
記
の
件
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

①
中
学
の
部
活
動
の
民
間
移
行
に
つ
い

て
②
き
く
す
い
荘
職
員
の
不
祥
事
に
つ
い

て
③
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
運
営
状
況

と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

問
幼
児
期
と
学
齢
期
の
む
し
歯
の
状

況
・
取
組
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）
令
和
２
年
度
の
１
歳
６
カ

月
児
の
む
し
歯
有
病
率
は
２
・
04
％
で

む
し
歯
有
病
率
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
の

熊
本
県
を
上
回
っ
た
。
３
歳
児
、
12
歳

児
の
む
し
歯
有
病
率
は
減
少
傾
向
で
、

県
下
で
も
む
し
歯
有
病
率
は
少
な
い
状

況
。
歯
科
健
診
・
保
健
指
導
と
フ
ッ
化

物
活
用
事
業
の
成
果
と
考
え
る
。

答
（
教
育
長
）
学
校
で
も
歯
科
保
健
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
12
歳
児
の

む
し
歯
有
病
率
は
熊
本
県
と
比
較
し
て

良
い
が
、
歯
並
び
、
か
み
合
わ
せ
や
歯

肉
炎
等
の
課
題
が
あ
る
。

問
課
題
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

答
（
保
健
こ
ど
も
課
長
・
教
育
長
）
歯

科
保
健
事
業
の
更
な
る
充
実
を
図
る
。

問
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
は
安
全
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

答
（
保
健
こ
ど
も
課
長
・
教
育
長
）
保

育
園
・
幼
稚
園
で
は
毎
日
法
、
学
校
で

は
週
１
回
法
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
そ
っ
て

実
施
し
心
配
す
る
事
案
は
な
い
。

問
不
登
校
児
童
生
徒
の
人
数
と
支
援

の
内
容
は
。

答
（
教
育
長
）
令
和
３
年
度
は
12
人
。

各
学
校
総
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

年
度
か
ら
は
不
登
校
対
策
の
学
習
支
援

員
を
２
名
配
置
し
支
援
し
て
い
る
。

問
不
登
校
児
童
生
徒
の
居
場
所
は
。

答
（
教
育
長
）
主
に
家
庭
。
今
年
度
の

支
援
を
評
価
・
検
証
し
、
居
場
所
に
つ

い
て
も
支
援
・
検
討
し
て
い
く
。

問
家
族
へ
の
支
援
の
状
況
は
。

答
（
教
育
長
）
保
護
者
が
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
相
談
で
き
る
体
制
や
学
校
内
外
と
連

携
し
支
援
を
し
て
い
る
。

答
（
福
祉
課
長
）
不
登
校
児
の
保
護
者

を
つ
な
ぐ
茶
話
会
を
年
４
回
開
催
し
支

援
を
し
て
い
る
。

多
額
の
維
持
管
理
費
が

財
政
圧
迫
の
要
因
に
な
る

懸
念
あ
り
! 

不
祥
事
防
止
と

役
場
改
革
に
つ
い
て

和
水
町
の
歯
科
口
腔
保
健
の

現
状
と
課
題

不
登
校
と
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の

居
場
所
と
支
援
に
つ
い
て

町
長
公
約
に
つ
い
て

問
3
世
代
が
集
え
る
公
園
の
整
備
の

進
捗
状
況
を
問
う
。

答
（
町
長
）
道
の
駅
き
く
す
い
周
辺
及

び
三
加
和
温
泉
周
辺
で
の
整
備
を
考
え

て
い
る
。
来
年
度
中
に
は
計
画
を
具
体

化
し
議
会
へ
示
す
予
定
。
令
和
6
年
度

に
設
置
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
和
水
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
で
「
商
業
施
設
の
誘
致
を

図
る
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
具
体
的

に
ど
こ
に
誘
致
を
計
画
し
て
い
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
具
体
的

な
場
所
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
示
せ
る
段

階
で
は
な
い
の
で
今
後
、
精
査
し
な
が

ら
お
示
め
し
で
き
る
時
は
進
め
て
い
き

た
い
。

答
（
町
長
）
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
が

あ
る
の
で
、「
商
業
施
設
等
の
誘
致
を

図
り
ま
す
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
だ
取
り
組
ん
で

い
な
い
状
況
な
の
で
担
当
課
と
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
」
の
内
容
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
を
始
め
る
。

問
和
水
町
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
は
あ
る
の
か
問
う
。

答
（
教
育
長
）
地
域
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計

画
に
つ
い
て
は
策
定
し
て
い
な
い
。

問

金
栗
先
生
と
い
う
存
在
も
あ
り
、

中
学
生
の
部
活
の
地
域
移
行
も
始
ま
る

和
水
町
に
と
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
を
迅
速
に
計
画
策
定
し
て
い
た
だ
け

る
の
か
ど
う
か
問
う
。

答
（
教
育
長
）
国
の
第
３
期
ス
ポ
ー
ツ

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

解
釈
を
確
認
し
な
が
ら
町
が
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
か
検
討
し
て
い
く
。

問
新
規
で
起
業
す
る
方
に
対
し
て
支

援
策
は
今
後
考
え
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）
他
の
団
体
に
お
い
て
企
業

支
援
補
助
金
を
創
設
し
て
、
起
業
さ
れ

る
方
へ
助
成
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
存

じ
て
い
る
。
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な

ど
を
調
査
し
て
、
町
に
有
益
で
あ
れ
ば

当
然
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
町
民
と
の
座
談
会
は
い
つ
開
催
す

る
の
か
。

答
（
町
長
）
令
和
５
年
度
か
ら
随
時
実

施
し
て
い
く
。

秋丸　要一議員

荒木　宏太議員木原　泰代議員

千々岩　繁議員
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ズバリ！聞きます 一般質問ズバリ！聞きます

戦
後
最
大
の

農
業
の
危
機
だ
！！

春
富
校
区
バ
ス
路
線
廃
止
へ
の
対
応
は
？

米
価
暴
落
か
ら
町
農
業
を
守
る
た
め

価
格
保
障
を

教
員
不
足
解
決
の
た
め

教
職
員
の
労
働
改
善
を

防
災
行
政
無
線
の
活
用
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用
は

学
校
給
食
費
の
全
額
無
償
化
は

蜻
浦
林
道
の
町
道
認
定
と
舗
装
予
定
は

問
戦
後
最
大
の
農
業
者
の
危
機
、
農

業
の
危
機
だ
！
燃
油
高
騰
を
は
じ
め
資

材
費
・
肥
料
等
の
高
騰
、
米
の
価
格
の

低
迷
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

危
機
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
、
作
付
交
付

金
を
導
入
し
て
頂
き
た
い
と
思
う
が
伺

う
。

答
（
町
長
）
安
定
し
た
農
業
経
営
の
支

援
と
し
て
、
町
は
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。
内
容
等
を
精
査
、
調
査
し

た
上
で
、
来
年
度
の
事
業
と
し
て
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

問
国
が
取
り
組
ん
で
い
る
所
得
補
償

制
度
の
収
入
保
険
に
町
と
し
て
補
助
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
伺
う
。

答
（
農
林
振
興
課
長
）
収
入
保
険
は
、

自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
に
加
え
、

価
格
低
下
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
填

す
る
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
農
業
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
制
度
と
認
識
し

て
い
る
。
掛
金
に
対
す
る
支
援
と
思
う

が
、
近
隣
市
町
等
で
玉
東
町
・
南
関
町

が
支
援
し
て
お
り
、
町
の
ほ
う
も
前
向

き
に
検
討
す
る
。

答
（
町
長
）
安
定
し
た
農
業
経
営
の
た

め
の
支
援
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
よ

う
な
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
短
期
的
な
支

援
、
ま
た
中
期
・
長
期
的
な
支
援
、
総

合
的
に
考
え
て
農
業
者
の
皆
様
の
支
援

を
進
め
て
い
く
。

問
「
も
っ
と
元
気
で
活
力
あ
る
町
」

に
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
7
つ
の

政
策
を
掲
げ
ら
れ
町
長
に
当
選
さ
れ
た
。

就
任
2
年
目
に
向
け
て
、
来
年
度
取
り

組
む
事
業
を
伺
う
。

答
（
町
長
）
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
ま
た
移
住
・

定
住
者
に
向
け
て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
小
中
学
校
の
給
食

費
の
完
全
無
償
化
、
保
育
園
児
の
副
食

費
の
無
償
化
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
証
明
書

の
発
行
事
業
、
座
談
会
の
開
催
、
行
政

区
担
当
職
員
制
度
、
公
園
整
備
事
業
等

有
利
な
補
助
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
取

り
組
む
。

問
昨
年
10
月
に
春
富
校
区
バ
ス
路
線

が
廃
止
さ
れ
６
月
議
会
で
公
共
交
通
問

題
を
取
り
上
げ
提
案
し
た
が
そ
の
後
町

の
方
針
は
。

答
（
町
長
）
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
あ

い
の
り
く
ん
」
を
南
関
町
ま
で
乗
り
入

れ
で
き
る
よ
う
南
関
町
と
協
議
を
重
ね

て
「
い
き
い
き
村
」
を
拠
点
と
し
て
乗

り
入
れ
る
こ
と
に
な
り
令
和
5
年
度
よ

り
事
業
展
開
す
る
。
ま
た
、
１
月
か
ら

３
月
ま
で
の
３
カ
月
間
は
乗
車
に
伴
う

負
担
を
無
料
と
す
る
。
住
民
ア
ン
ケ
―

ト
の
集
計
結
果
を
考
慮
し
た
上
で
コ
ミ

ュ
二
テ
ィ
バ
ス
の
必
要
性
、
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
と
の
接
続
等
の
方
向
性
を
定
め

た
い
。

問
今
年
の
米
は
約
１
俵
１
１
，
０
０

０
円
、
農
水
省
の
米
１
俵
当
り
必
要
な

価
格
は
１
５
，
０
０
０
円
、
肥
料
代
や

農
薬
代
は
１
万
円
ぐ
ら
い
な
の
で
人
件

費
は
１
俵
当
り
１
，
０
０
０
円
し
か
な

い
。
１
俵
当
り
１
５
，
０
０
０
円
保
障

す
る
こ
と
を
国
が
や
る
べ
き
で
、
や
ら

な
け
れ
ば
町
が
支
援
し
な
い
と
米
作
り

は
続
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
ミ
ニ

マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
を
年
間
77
万
ト
ン
輸

入
し
て
い
る
。
農
家
か
ら
す
れ
ば
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
。
ぜ
ひ
や
め
さ
せ
た
い
。

町
長
か
ら
国
や
県
に
伝
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
（
町
長
）
地
域
の
実
情
を
国
、
県
に

伝
え
て
米
価
の
見
直
し
や
国
の
補
助
を

い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
を
し
て
い

き
た
い
。

問
町
内
教
員
不
足
は
小
学
校
３
名
、

中
学
校
１
名
。
こ
れ
は
１
日
平
均
12
時

間
労
働
、
土
・
日
も
部
活
で
出
勤
等
忙

し
い
た
め
教
員
希
望
者
が
減
り
教
員
不

足
が
起
き
る
と
い
う
悪
循
環
に
な
っ
て

い
る
。
国
に
対
し
労
働
条
件
を
改
善
し

働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
よ
う
求
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

答
（
町
長
）
県
の
教
育
委
員
会
と
話
し

を
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
町
の
実
情
等
に

つ
い
て
話
し
て
い
き
た
い
。

問
防
災
無
線
の
使
い
方
の
周
知
方
法

を
問
う
。

答
（
総
務
課
長
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
等
で
周
知
に
努
め
る
。

問
防
災
無
線
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
同
時

に
お
知
ら
せ
す
れ
ば
便
利
に
な
る
の
で

は
。

答
（
町
長
）
同
時
に
お
知
ら
せ
で
き
る

シ
ス
テ
ム
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
令
和
６
年
度
以

降
の
運
行
は
。

答
（
町
長
）
基
本
的
に
令
和
７
年
度
ま

で
現
在
の
運
用
を
想
定
し
て
い
る
。

問
学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
考
え
は
。

答
（
町
長
）
令
和
５
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
全
額
無
償
化
に
取
り
組
み
た
い
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
で
子
育
て
基
金
を

つ
く
り
学
校
給
食
費
を
支
援
し
て
は
。

答
（
町
長
）ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

て
こ
ち
ら
を
財
源
に
し
て
事
業
展
開
を

は
か
っ
て
い
き
た
い
。

問
江
田
高
野
線
開
通
後
の
県
道
和
仁

菊
水
線
七
曲
が
り
の
拡
幅
改
良
工
事
は
。

答
（
町
長
）今
後
も
議
会
、
近
隣
市
町

村
と
一
緒
に
な
っ
て
県
に
要
望
す
る
。

問
江
田
高
野
線
開
通
後
の
用
木
区
接

続
場
所
と
牧
野
下
の
交
通
安
全
対
策
は
。

答
（
建
設
課
長
）
完
成
ま
で
に
は
白
線

の
引
き
直
し
を
行
い
た
い
。

問
蜻
浦
林
道
の
町
道
化
は
。

答
（
町
長
）認
定
の
要
件
に
難
し
い
。

今
後
も
林
道
事
業
と
し
て
整
備
予
定
。

問
蜻
浦
林
道
の
崖
崩
れ
や
コ
ン
ク
リ

ー
ト
舗
装
の
破
損
な
ど
の
対
応
は
。

答
（
農
林
振
興
課
長
）年
間
維
持
工
事

の
予
算
範
囲
内
で
順
次
対
応
。

問
蜻
浦
林
道
・
作
業
道
は
蜻
浦
区
か

ら
日
平
区
そ
し
て
高
葉
山
の
テ
レ
ビ
塔

ま
で
つ
な
ぐ
計
画
だ
っ
た
の
で
は
。････

答
（
農
林
振
興
課
長
）今
後
の
日
平
地

区
森
林
整
備
で
そ
こ
の
作
業
道
と
つ
な

ぐ
集
材
路
と
し
て
整
備
を
考
え
て
い
る
。

問
蜻
浦
林
道
を
玉
東
町
ま
で
開
通
さ

せ
て
山
林
を
有
効
活
用
し
て
は
。

答
（
町
長
）費
用
対
効
果
が
厳
し
い
。

令和４年度　市町村議会議員特別セミナー②に参加しました

　市町村議会議員特別セミナーが、11月１日（火）～２日（水）で千葉市の市町村アカデミーで開

催されました。全国の自治体から95名の参加があり、和水町からは、新人議員３名（木原泰代、亀

﨑清貴、千々岩繁）が参加させていただきました。アカデミーでは、初日の午後から２講義、２日

目の午前中２講義が行われました。

　著名な講師の先生方で、とても参考になりました。本来、１日目の夜は情報、意見交換会が開催

される予定だったのですが、新型コロナウイルス感染症対策として中止となりました。しかし、講

義の休憩中には他県や熊本県内の議員と少しながら意見交換をさせていただきました。

賛否一覧

齊木　幸男議員

蒲池　恭一議員笹渕　賢吾議員

【演題１】	自治体議会のズレ、その分析と補正
 元衆議院法制局参事　吉田　利宏　氏

【演題２】	あるものを使い切る　	
あるものから新しい価値を作り出す

 銘建工業株式会社代表取締役　中島浩一郎　氏

【演題３】	コロナ後の日本のまちづくり
 日本総合研究所調査部主席研究員　藻谷　浩介　氏

【演題４】	地域再生の失敗学　～地域経済の現状と課題～
 明治大学政治経済学部教授　飯田　泰之　氏




